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(57)【要約】
【課題】コネクタ同士の抜け防止のロック機能を向上さ
せたコネクタ組立体を提供することを課題とする。
【解決手段】金属板を板厚方向に屈曲して形成された屈
曲部２３からコネクタ嵌合方向先方に位置する自由端部
に向け延びる第一接触部２５が設けられた第一端子２０
を備える第一コネクタ１０と、該第一接触部２５の一方
の板面に対して接圧をもって上記嵌合方向先方へ向け摺
動して接触し正規位置で第一接触部２５と抜出方向に係
止する第二接触部５５とが形成された第二端子５０を備
える第二コネクタ４０とを有するコネクタ組立体におい
て、第一接触部２５と第二接触部５５の少なくとも一方
は上記接圧の方向に弾性変位可能であり、第一接触部２
５はその板厚の全厚さ範囲にわたる板厚面または他方の
板面側で係止部２６Ａ－１が形成され、第二接触部５５
は第一接触部２５の該係止部２６Ａ－１の少なくとも一
部と上記抜出方向で係止する被係止部５７を有している
。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金属板を板厚方向に屈曲することにより形成された屈曲部からコネクタ嵌合方向先方に
位置する自由端部に向け延びる第一接触部が設けられた第一端子を備える第一コネクタと
、該第一接触部の一方の板面に対して接圧をもって上記嵌合方向先方へ向け摺動して接触
し正規位置で第一接触部と抜出方向に係止する第二接触部とが形成された第二端子を備え
る第二コネクタとを有するコネクタ組立体において、第一接触部と第二接触部の少なくと
も一方は上記接圧の方向に弾性変位可能であり、第一接触部はその板厚の全厚さ範囲にわ
たる板厚面または他方の板面側で係止部が形成され、第二接触部は第一接触部の該係止部
の少なくとも一部と上記抜出方向で係止する被係止部を有していることを特徴とする電気
コネクタ組立体。
【請求項２】
　第一接触部の係止部は板厚方向に貫通した窓状部の縁面で形成されていることとする請
求項１に記載の電気コネクタ組立体。
【請求項３】
　第一接触部は、自由端から屈曲部へ向け延びるスリットが少なくとも係止部まで及んで
形成されており、係止部での第二接触部との係止時にスリットがその幅を拡げるように、
幅方向に弾性を有していると共に、第二接触部の側縁を幅方向に弾性押圧する押圧部を有
していることとする請求項２に記載の電気コネクタ組立体。
【請求項４】
　第一接触部は、自由端から屈曲部へ向け延びるスリットが形成されており、自由端の側
の部分が係止部を形成し、
　第二接触部は、第一接触部のスリットを該第一接触部の一方の板面側から板厚方向で貫
通した後に該第一接触部の先端部の他方の板面側に向けて屈曲され且つ幅方向で上記スリ
ットよりも両側に張り出して形成される張出部で被係止部を形成していることとする請求
項１に記載の電気コネクタ組立体。
【請求項５】
　第一接触部は、幅方向で中間位置より一方の側縁側が自由端に向け切り欠かれていて、
自由端までの距離が短い短域とこれよりも長い長域とを形成し、短域の自由端における板
厚端面が第二接触部の被係止部と係止する係止部を形成し、長域の短域側に位置する側縁
面が第二接触部の側縁を幅方向に弾性押圧する押圧部を形成していることとする請求項１
に記載の電気コネクタ組立体。
【請求項６】
　第二接触部は、第一接触部の自由端部と弾性接触すると共に該自由端部の先方で該自由
端部の端面に面するように屈曲された鉤状部を有し、上記第一接触部の自由端部が係止部
を、そして第二接触部の鉤状部が被係止部を形成していることとする請求項１に記載の電
気コネクタ組立体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気コネクタ組立体に関し、特に、嵌合される二つのコネクタの端子同士が
抜け防止のために互いに係止し合う電気コネクタ組立体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　かかる電気コネクタ組立体としては、特許文献１に開示されているコネクタが知られて
いる。この特許文献１では、一方のコネクタの端子が金属板を板厚方向に屈曲して作られ
ていて、相手方たる他方のコネクタの端子に互いに上下で隣接して設けられた突起状の接
触部そして当接部と係止するロック凹部が上記一方のコネクタの端子の板面に設けられて
いる。かくして、上記他方のコネクタの端子に設けられた接触部と当接部が該一方のコネ
クタの端子に形成されたロック凹部内に位置し、コネクタ抜出方向の不用意な力を受けた
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とき、突起状の接触部が接触部のロック凹部の縁部に係止し、この接触部が縁部から外れ
ても、次に、上記当接部がロック凹部の縁部に係止して、抜け防止のロック作用をもたら
す。該ロック凹部は、この端子の板面を局部的に圧して没入せしめることにより形成され
ており、該ロック凹部の深さは端子の板厚寸法に比べると、極小さいものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－０３２４２５
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１のコネクタにあっては、一方のコネクタの端子に形成された
ロック凹部は端子の板厚に制限されるため、その深さは板厚に比べ極めて小さい。したが
って、振動を受けたり、大きな外力が予想される環境で使用されるコネクタには、そのロ
ック力は十分とは言えず、改善の余地を残していた。
【０００５】
　本発明は、かかる事情に鑑み、端子の形状を複雑にしたり端子を大型化することなく、
ロックのための係止量を十分に確保できる端子を有する電気コネクタ組立体を提供するこ
とを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る電気コネクタ組立体は、金属板を板厚方向に屈曲することにより形成され
た屈曲部からコネクタ嵌合方向先方に位置する自由端部に向け延びる第一接触部が設けら
れた第一端子を備える第一コネクタと、該第一接触部の一方の板面に対して接圧をもって
上記嵌合方向先方へ向け摺動して接触し正規位置で第一接触部と抜出方向に係止する第二
接触部とが形成された第二端子を備える第二コネクタとを有する。
【０００７】
　かかるコネクタ組立体において、本発明では、第一接触部と第二接触部の少なくとも一
方は上記接圧の方向に弾性変位可能であり、第一接触部はその板厚の全厚さ範囲にわたる
板厚面または他方の板面側で係止部が形成され、第二接触部は第一接触部の該係止部の少
なくとも一部と上記抜出方向で係止する被係止部を有していることを特徴としている。
【０００８】
　このように構成される本発明によると、第一端子に形成された係止部と第二端子に形成
された被係止部とは、上記係止部における板厚の全厚さ範囲で係止可能なので、係止面積
が十分に大きく確保でき、従来に比べロック力が激増する。
【０００９】
　本発明において、第一接触部の係止部は板厚方向に貫通した窓状部の縁面で形成されて
いるようにすることができる。したがって、第二接触部の被係止部は板厚寸法を有する上
記窓状部の縁面で係止する。
【００１０】
　本発明において、第一接触部は、自由端から屈曲部へ向け延びるスリットが少なくとも
係止部まで及んで形成されており、係止部での第二接触部との係止時にスリットがその幅
を拡げるように、幅方向に弾性を有していると共に、第二接触部の側縁を幅方向に弾性押
圧する押圧部を有しているようにすることができる。こうすることで、第一接触部は押圧
部で第二接触部の側縁を幅方向に弾性押圧するので、接触圧が高められ接触が良好となる
。
【００１１】
　本発明において、第一接触部は、自由端から屈曲部へ向け延びるスリットが形成されて
おり、自由端の側の部分が係止部を形成し、第二接触部は、第一接触部のスリットを該第
一接触部の一方の板面側から板厚方向で貫通した後に該第一接触部の先端部の他方の板面
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側に向けて屈曲され且つ幅方向で上記スリットよりも両側に張り出して形成される張出部
で被係止部を形成しているようにすることができる。
【００１２】
　こうすることで、第二接触部は、側方から見たときに、上記スリットを通って第一接触
部と交差するようにして被係止部が第一接触部の他方の板面側にまわり込むように位置し
、係止部による係止がより確実になる。
【００１３】
　本発明において、第一接触部は、幅方向で中間位置より一方の側縁側が自由端に向け切
り欠かれていて、自由端までの距離が短い短域とこれよりも長い長域とを形成し、短域の
自由端における板厚端面が第二接触部の被係止部と係止する係止部を形成し、長域の短域
側に位置する側縁が第二接触部の側縁を幅方向に弾性押圧する押圧部を形成しているよう
にすることができる。
【００１４】
　こうすることで、第一接触部の短域に形成された係止部で第二接触部の被係止部を係止
すると共に長域の側縁面で第二接触部の側縁に押圧力を与え、ここでの接圧を向上する。
【００１５】
　本発明において、第二接触部は、第一接触部の自由端部と弾性接触すると共に該自由端
部の先方で該自由端部の端面に面するように屈曲された鉤状部を有し、上記第一接触部の
自由端部が係止部を、そして第二接触部の鉤状部が被係止部を形成しているようにするこ
ともできる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明は、以上のように、一方のコネクタたる第一コネクタの端子の板厚方向で全範囲
に及ぶように係止部を形成したので、他方のコネクタたる第二コネクタの端子の被係止部
が、コネクタ抜出方向で上記係止部に対して大きな面積で係止されるのでロック力が十分
に大きくなり、ロック機能が大いに向上する。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の一実施形態の第一コネクタと第二コネクタの嵌合前の斜視図である。
【図２】図１の第一コネクタの複数の端子のうち対向する一対の第一端子を抜き出した状
態で示す斜視図である。
【図３】図１の一対の第一端子とこれに対応する第二端子とを、コネクタの嵌合状態で示
す斜視図である。
【図４】第二実施形態の第一端子を、図２と同様の状態で示す斜視図である。
【図５】図４の第一端子とこれに対応する第二端子を、図３と同様の状態で示す斜視図で
ある。
【図６】図５の第一端子と第二端子を示し、（Ａ）は正面図、（Ｂ）は断面図である。
【図７】第三実施形態の第一端子と第二端子を示し、（Ａ）は斜視図、（Ｂ）は側面図で
ある。
【図８】第四実施形態の第一コネクタと第二コネクタの嵌合時の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、添付図面にもとづき、本発明の実施形態について説明する。
【００１９】
　＜第一実施形態＞
　図１は、本実施形態に係る電気コネクタ組立体の斜視図であり、この電気コネクタ組立
体は、互いに嵌合される第一コネクタ１０と第二コネクタ４０とを有している。図１にお
いて、第一コネクタ１０と第二コネクタ４０は、図における底面側でそれぞれ回路基板（
図示せず）に取り付けられ、使用時には、第二コネクタ４０は上下反転された状態で第一
コネクタ１０へ上方から嵌合される。
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【００２０】
　第一コネクタ１０は、電気絶縁材から作られたハウジング１１と、該ハウジング１１に
より保持される第一端子２０そして取付金具３０とを有している。ハウジング１１は、複
数の第一端子２０を配列保持する平行な二つの側壁１２と、側壁１２同士を両端で連結す
る端壁１３と、そして底壁１４とを有していて、これらの側壁１２、端壁１３そして底壁
１４により、後述する相手方たる第二コネクタ４０の対応せる島状の中央壁を受け入れる
受入凹部１５を形成している。
【００２１】
　二つの側壁１２のそれぞれには、その内面、上面そして外面に連続する複数の端子溝１
６が形成されて、それぞれの端子溝１６内に端子の対応部分を収容するようになっている
。又、端壁１３には、金具溝１７が形成されていて、該金具溝１７には、第一コネクタ１
０を回路基板（図示せず）に固定取付するための取付金具３０が収められている。
【００２２】
　第一コネクタ１０の端子である第一端子２０は、抜き加工等で外形づけられた帯状金属
材をその板厚方向に屈曲されて作られている。図２には、図１における互いに平行で対向
する二つの側壁１２に取り付けられた複数の第一端子２０のうち、一方の側壁１２から一
つの第一端子２０を、そして他方の側壁１２からはこれに対向する第一端子２０を抜き出
して、対をなす第一端子２０が図示されている。この一対の第一端子２０は、対向して対
称に配されているが、全く同じ形態に作られている。したがって、図２の斜視図は一方の
第一端子２０について一方の面の側から示すと共に、他方の第一端子について反対側から
示すこととなる。
【００２３】
　第一端子２０は、図２に見られるように、逆Ｕ字状部２１と該逆Ｕ字状部２１の一方の
脚部から水平方向に延出する水平部２２とを有している。逆Ｕ字状部２１は、屈曲部２３
と、該屈曲部２３の頂部から両側に垂下する一方の脚部をなす取付部２４と他方の脚部を
なす第一接触部２５とを有している。取付部２４は平坦面を有し、その幅方向の両側縁に
突出部２４Ｂが形成されており、該取付部２４がハウジング１１の端子溝１６へ上方から
取り付けられるとき、上記突出部２４Ｂが端子溝１６の対応面を圧し、該取付部２４での
側壁１２への取付けを強固とする。上記第一接触部２５は、側壁１２への端子取付状態で
、下方に向け側壁１２の内面から若干離間しており、その離間により第一接触部２５は板
厚方向に弾性が与えられている。
【００２４】
　上記取付部２４は、その内面側が平坦に形成されているが、外面側には略四角形の窪み
部２４Ａが形成されている。この窪み部２４Ａは、相手コネクタたる第二コネクタの第二
端子とのロック兼接触部を形成する。上記取付部２４の下端部はＬ字状に屈曲され水平方
向に延出する水平部２２に連結されている。該水平部２２は、その下面が回路基板の対応
回路部に接面して半田接続される接続部として形成されている。
【００２５】
　逆Ｕ字状部２１の他方の脚部としての第一接触部２５は、下端が自由端となっており、
この自由端から屈曲部２３の頂部の位置までの範囲を幅方向で二つの片状部分に分けるス
リット２６が延びている。二つの片状部分はスリット２６を拡幅する方向に弾性を有して
いる。該スリット２６が延びる方向で自由端側部分に、板厚方向に貫通する窓状部２６Ａ
が形成されている。該窓状部２６Ａの上縁面はアーチ状をなし相手コネクタたる第二コネ
クタ４０の第二端子との係止部２６Ａ－１を形成している。また、該係止部２６Ａ－１か
ら下方の側縁面は自由端まで直状に延びていて該第二端子を押圧する押圧部２６Ｂをなし
ている。かくして、スリット２６の窓状部２６Ａは門型をなしている。上記窓状部２６Ａ
には、上記第一接触部２５の外面側の縁部の一部に斜面で面取りされた導入部２６Ａ－２
が形成されている。
【００２６】
　上記屈曲部２３には、板厚方向に貫通する孔部２７が形成されていて、上記窓状部２６
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Ａを貫通して上方に延びるスリット２６はこの孔部２７に連通している。
【００２７】
　かかる第一コネクタ１０に嵌合される相手方たる第二コネクタ４０は、電気絶縁材料か
ら作られたハウジング４１と、該ハウジング４１により保持される第二端子５０そして取
付金具６０とを有している。ハウジング４１は複数の第二端子５０を配列保持する平行な
二つの側壁４２と、側壁４２同士を両端で連結する端壁４３と、底壁４４そして該底壁４
４上に島状に設けられた中央壁４５とを有し、これらの側壁４２、端壁４３、中央壁４５
そして底壁４４により、四角環状の受入凹部４６を形成している。該受入凹部４６は、既
述の第一コネクタの側壁１２そして端壁１３を受け入れ、上記中央壁４５は第一コネクタ
１０の受入凹部１５に受け入れられる。
【００２８】
　上記ハウジング４１には、中央壁４５の両側に、端子溝４７が形成されている。各側の
端子溝４７は、第一コネクタ１０との嵌合時に、該第一コネクタ１０の第一端子２０の配
列方向で該第一端子２０に対応する位置に形成されている。端子溝４７は、中央壁４５の
側面、底壁４４の上面、側壁４２の内面、上面、外面に連続して形成されている。したが
って端子溝４７は、これらの面にわたりＳ字状に形成されている。又、上記端壁４３には
、金具溝４８が形成されていて、該金具溝４８には、第二コネクタ４０を回路基板（図示
せず）に固定取付けするための取付金具６０が収められている。
【００２９】
　第二コネクタ４０の端子である第二端子５０は、図３に見られるように、金属板の平坦
面を維持して抜き加工により作られていて、略Ｓ字状をなしている。
【００３０】
　上記第二端子５０は、第一コネクタ１０の第一端子２０との接続状態として図１の状態
から上下反転して第一端子２０と共に示される図３に見られるように、図にてＵ字状をな
す取付部５１と、該取付部５１の内方上端から逆Ｌ字状に延びる弾性部５２と、上記取付
部５１の外方上端から外方へ延出する接続部５３とを有している。ここで、図３における
第二端子５０に関しての上下方向は、該第二端子５０が図３では図１の状態を上下反転し
て示されているので、図１に示される第二端子５０とは反対となる。したがって、図３で
は、第二端子５０がハウジング４１に保持されたときに、第二コネクタ４０用の回路基板
は、上記第二端子５０の上部側に位置することとなる。
【００３１】
　Ｕ字状をなす取付部５１の両脚の対向内面は、ハウジング４１の端子溝４７の対応面に
係止する。さらに、Ｕ字状をなす取付部５１は弾性部５２側の一方の脚で上記対向内面と
は反対側の面に、ロック突部５１Ｃが設けられている。
【００３２】
　上記Ｕ字状の取付部５１の内側上端から逆Ｌ字状に延びる弾性部５２は、第二端子５０
が上記取付部５１でハウジング４１へ取り付けられた状態では、上記取付部５１の内側上
端を支点として弾性撓み変形可能となっている。
【００３３】
　上記弾性部５２は、上記取付部５１の内側上端からハウジング４１の底壁４４に沿って
横方向に延びる底腕部５４と、該底腕部５４から屈曲され下方に延びる第二接触部５５と
を有している。底腕部５４と第二接触部５５との間の屈曲移行部には外方に突出した突出
係止部５６が設けられている。
【００３４】
　該第二接触部５５、底腕部５４そして該底腕部５４につながる取付部５１の一方の脚部
とは逆Ｕ字状をなして、上記第一コネクタ１０の第一端子２０の逆Ｕ字状部２１、すなわ
ち、屈曲部２３、取付部２４そして第一接触部２５をかかえ込むような形状をなしている
。
【００３５】
　第二接触部５５は、その自由端たる下端に内方へ突出した鉤状部をなす被係止部５７を
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有している。この被係止部５７は、第一コネクタ１０への嵌合後の第二コネクタ４０が上
方へもち上げられたとき、第一コネクタ１０の第一端子に形成された係止部２６Ａ－１と
係止して抜け防止のためのロック機能をもたらす。
【００３６】
　かかる第二端子５０は、ハウジング４１の端子溝４７へ収められるように取り付けられ
ると、図３の第二端子５０が上下反転して示されている図１に見られるように、被係止部
５７が該端子溝４７から突出している（なお、突出係止部５６は、図１では表われていな
い）。
【００３７】
　このような本実施形態の第一コネクタ１０へ第二コネクタ４０が嵌合されると、両コネ
クタ１０，４０の一対の端子２０，５０のみを示す図３に見られるように、第二コネクタ
４０の第二端子５０は、底腕部５４と第二接触部５５から成る弾性部５２と、該底腕部５
４につらなる取付部５１の脚部とで、第一コネクタ１０の第一端子２０の第一接触部２５
、及び屈曲部２３そして取付部２４をかかえ込むように嵌り込む。
【００３８】
　第二端子５０の取付部５１の底腕部５４側の脚部は上記第一端子２０の取付部２４の外
面で案内され、一方、第二端子５０の第二接触部５５はその鉤状の被係止部５７にて第一
端子２０の第一接触部２５によって案内される。第二端子５０の第二接触部５５は被係止
部５７にて第一端子２０の第一接触部２５からの反力により弾性撓みしながら案内される
。上記被係止部５７が第一接触部２５上を滑りながら第一接触部２５の窓状部２６Ａの位
置にまで達すると、第二端子５０の第二接触部５５はその弾性撓みの量を減じもしくは解
放されるようにして、被係止部５７が窓状部２６Ａ内に突入する。被係止部５７が窓状部
２６Ａ内に入ると、被係止部５７はスリット２６の内側縁面たる押圧部２６Ｂを押圧して
該スリット２６の幅を広げようとする。したがって、この押圧部２６Ｂからの反力により
、第二接触部５５は第一接触部２５との接圧を高める。
【００３９】
　第二端子５０は、被係止部５７が第一端子２０の窓状部２６Ａに突入すると共に、該第
二端子５０のロック突部５１Ｃが第一端子２０の窪み部２４Ａに係合する。
【００４０】
　かくして、コネクタの嵌合後、第二コネクタ４０が上方にもち上げられて第一コネクタ
１０から抜出される方向の外力を受けても、第二コネクタ４０はその被係止部５７が第一
コネクタ１０側の窓状部２６Ａの上縁たる係止部２６Ａ－１と係止し、さらに、上記ロッ
ク突部５１Ｃが窪み部２４Ａの上縁段部に係止するので、強固なロック力で抜出が阻止さ
れる。しかも、上記窓状部２６Ａは端子の板厚方向に貫通していてその係止部２６Ａ－１
は板厚全範囲にわたっているので、上記被係止部５７はこの板厚全範囲で係止することと
なり、上記ロックが強大となる。
【００４１】
　＜第二実施形態＞
　第一実施形態では、第二端子の被係止部が第一端子の第一接触部に形成された窓状部の
上縁面をなす係止部と係止したが、本第二実施形態では、被係止部が第一端子の第一接触
部の一方の板面の裏側面にあたる他方の板面と係止する点に特徴がある。
【００４２】
　本実施形態では、図４に見られるように、第一端子２０の第一接触部２５は、第一実施
形態の場合に比べ、自由端に向け取付部２４から大きく離間して行くように傾斜している
。又、窓状部２６Ａそして押圧部２６Ｂは自由端まで延びていると共に、その外面縁部の
面取りによる導入部２６Ａ－２が自由端に至っている。
【００４３】
　一方、第二端子５０は、金属板を板厚方向に屈曲して得られる曲げ端子として形成され
ている。該第二端子５０は、図５に見られるように、Ｕ字状の取付部５１、これから延び
る弾性部５２、そして接続部５３を有している。弾性部５２は底腕部５４と第二接触部５
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５を有している。
【００４４】
　本実施形態では、図６（Ｂ）によく見られるように、上記第二接触部５５は、自由端に
向かう範囲が板厚方向で屈曲されてＳ字状断面を有し、その屈曲部分が上記スリット２６
の窓状部２６Ａの内幅より若干大きく、図６（Ａ）に見られるように、自由端でその幅を
窓状部２６Ａの内幅よりもさらに大きくなっていて被係止部としての張出部５５Ａを有し
ている。
【００４５】
　かかる第二端子５０を有する第二コネクタ４０が第一コネクタ１０に嵌合されると、第
二端子５０の第二接触部５５は、その屈曲部分および張出部５５Ａが第一端子２０の第一
接触部２５に形成されているスリット２６の内幅を広げながら該スリット２６の窓状部２
６Ａへ突入し、上記張出部５５Ａは第一接触部２５の自由端の裏側面に面するように位置
する（図６（Ｂ）参照）。
【００４６】
　かかる状態で、第二コネクタ４０を抜出方向にもち上げようとすると、上記張出部５５
Ａは上記第一接触部２５の自由端の裏側面で形成される係止部に接面して係止され、ロッ
クが確保される。上記張出部５５Ａと第一接触部２５の自由端とは、互いの板面同士で係
止するので、その面積が大きく取れて、係止力は増大する。
【００４７】
　本実施形態においても、第一接触部２５のスリット２６には押圧部２６Ｂが形成されて
いて、第二接触部５５を弾性的に押圧して互いの接圧を高める点では、第一実施形態の場
合と同様である。
【００４８】
　＜第三実施形態＞
　本実施形態では、第一端子２０の第一接触部２５が、スリットを有しておらず、下部に
て幅方向の中間位置より一方の側縁側が切り取られた形状をなしている点に特徴がある。
図７（Ａ），（Ｂ）に示される本実施形態では、第二端子５０は、第一実施形態と全く同
じである。
【００４９】
　第一端子２０は、第一実施形態と同様に板厚方向に屈曲されて作られている曲げ端子で
はあるが、第一接触部２５のみが第一実施形態の第一端子２０と相違する。
【００５０】
　本実施形態の第一端子２０の第一接触部２５は、自由端側をなす下部の一方の側縁側が
切り取られていて、自由端までの距離が短い短域２５Ａと長い長域２５Ｂとを有している
。本実施形態では、上記短域２５Ａの自由端たる下端の板厚端面が係止部２５Ａ－１を、
そして上記長域２５Ｂの短域２５Ａ側に位置する側縁面が押圧部２５Ｂ－１を形成してい
る。
【００５１】
　かかる本実施形態では、第二コネクタ４０が第一コネクタ１０へ嵌合されると、第二端
子５０の第二接触部５５はその鉤状の被係止部５７が上記第一端子２０の係止部２５Ａ－
１と係止可能に位置し、第二接触部５５の側縁面が上記第一端子２０の押圧部２５Ｂ－１
により側方から弾性押圧されて接圧が高められる。
【００５２】
　第二コネクタ４０が抜出方向にもち上げられようとすると、上記第二端子５０の被係止
部５７が係止部２５Ａ－１とその板厚面で係止し、ロック機能を得られる。
【００５３】
　＜第四実施形態＞
　本実施形態では、第一端子の第一接触部は、スリットを有していることもなく、部分的
に切り取られていることもなく、その自由端の端面で係止部を形成している点に特徴があ
る。
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【００５４】
　図８に示される本実施形態では、第二端子５０は、第三実施形態と同様、第一実施形態
の第二端子と全く同じである。第一端子２０は、第一そして第三実施形態と同様曲げ端子
ではあるが、第一接触部２５のみが第一および第三実施形態の第一端子２０と相違する。
【００５５】
　本実施形態の第一端子２０は、第一実施形態の第一端子のようなスリットは形成されて
おらず、単純な板状をなし自由端へ向け延び、自由端部２５Ｃが外方、すなわち第二端子
の第二接触部５５に向け傾斜している。自由状態での上記第一接触部２５と第二接触部５
５とは、第一接触部２５の上記自由端部２５Ｃの先端と第二接触部５５の鉤状部として形
成された被係止部５７の根元部分とが干渉量をもつ位置関係にある。上記第一接触部２５
の自由端部２５Ｃがかかる干渉量を生ずる部分は、第二コネクタ４０が第一コネクタ１０
に嵌合されたときには、上記第二接触部５５によって押圧され上記干渉量分だけ第一接触
部２５は弾性変形する。このとき、第二接触部５５も第一接触部２５からの反力によって
弾性変形した状態にある。この弾性変形により第一接触部２５と第二接触部５５は接圧を
高める。また、第二接触部５５の被係止部５７は、上記第一接触部２５の自由端部２５Ｃ
の下端面の直下に位置しており、該下端面が第一接触部２５の係止部として機能し、第二
コネクタ４０が抜出されようとしたとき、上記被係止部５７に係止し、第二コネクタ４０
の抜出を阻止する。
【符号の説明】
【００５６】
　１０　第一コネクタ　　　　　　　　　２６Ａ　窓状部
　２０　第一端子　　　　　　　　　　　２６Ｂ　押圧部
　２５　第一接触部　　　　　　　　　　２６Ａ－１　係止部
　２５Ａ　短域　　　　　　　　　　　　４０　第二コネクタ
　２５Ａ－１　係止部　　　　　　　　　５０　第二端子
　２５Ｂ　長域　　　　　　　　　　　　５５　第二接触部
　２５Ｂ－１　押圧部　　　　　　　　　５５Ａ　張出部
　２５Ｃ　係止部（自由端部）　　　　　５７　鉤状部（被係止部）
　２６　スリット
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